
 

       

 

 

  

 

 

 

 

 

対策① 寄せつけない 
 餌付けになることをしない 

■イノシシにとっては、生ゴミや野菜くずも立派な餌です。屋外に捨てないようにしましょう。 

■柿、みかん、栗、いも類などはイノシシの餌になります。早めに収穫しましょう。 

■収穫の終わった農地や家庭菜園は、早めに耕しましょう。 

■ドッグフードやキャットフードを野外に放置したり、墓地のお供え物を置きっ放しにしない 

ようにしましょう。 

■イノシシへの餌付けは、絶対にしないで下さい。人に対する警戒心を低下させ危険です。 

 

対策② 侵入させない 
 農地や家庭菜園を効果的に囲う 

■農地や家庭菜園はイノシシのえさ場になります。ネット、防護柵などで侵入を防ぎましょう。 

■防護柵や電気柵など、飛び越えられないか、押し倒されたり、鼻で持ち上げられないか、 

日頃から点検を心がけましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※熊本市では、駆除隊の協力でイノシシを捕獲するために、箱わなを各所に設置し

ています。 

箱わなは大変危険ですので、わなや危険看板を見つけたときは、決して近寄らない

ようにして下さい。 
 

問い合わせ先 

〒：860-8601 

熊本市中央区手取本町１番１号 

熊本市 農水局 農政部 

農業支援課 鳥獣対策室 

連絡先  Tel 096-328-2369 

Fax  096-351-2030 

平日 8：30～17：15 

★イノシシに出会ったら・・・ 

 

・イノシシは基本的に臆病です。音をならす（持ち物に鈴をつける）、光で照らす

など人がいることを先に知らせましょう。 

・近づいてきた時には、慌てずにゆっくり後ずさりして下さい。興奮させないよ

うに静かにイノシシから見えない場所に避難しましょう。 

・子どものいるイノシシや、ケガをしたイノシシは危険です。刺激しないように

してその場を立ち去りましょう。 

近年、イノシシによる農作物被害や住宅地での目撃情報が増加しています。 

市民の皆様には、イノシシによる被害を未然に防ぐために、身近なところにイノシシ

を寄せつけない環境整備など、地域ぐるみの取り組みにご協力をお願いします。 
 

 

 
 

イノシシの被害防止について 
 


